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国際防災戦略（ISDR） 
国連が定めた「国際防災の 10 年（1990-1999）」を継承する国際的防災プログラムとして、

国連総会決議により 2000 年に発足した。ISDR は自然災害やそれに関連する事故災害による

人的・社会的・経済的損失の減少、環境悪化の防止、そして災害リスク軽減のための枠組を

提供し、戦略および政策を提言する。また、それを推進するためのパートナーシップ構築を

促進、強化し、持続可能な開発に不可欠な要素としての防災の重要性に対する認識を高め、

災害に強い国やコミュニティの構築を目指している。 

 

国連国際防災戦略事務局（UN/ISDR） 

国連人道問題担当事務次長の下に、2000 年１月に設置される。UN/ISDR は国連の事務局とし

て、国際防災協力活動に関する枠組構築、政策や戦略の策定、計画調整のための触媒的役割

を果たし、人道および開発分野に防災の観点を取り入れるための総合的な取り組みを推進す

る。2005 年 1 月に兵庫県で開催された国連防災世界会議の開催事務局であり、各国政府（特

に防災に関する国内委員会）、国際機関、地域機関、NGO など ISDR システムのパートナーと

ともに、「兵庫行動枠組」の実施推進、フォローアップ支援を、グローバル、地域、国、地

方、コミュニティレベルで行っている。また、国際防災戦略活動の中核である「兵庫行動枠

組」の実施進捗状況を国連総会に報告する。事務局本部はジュネーブ。 

 

国連防災世界会議（WCDR） 
阪神・淡路大震災から丁度10年となる2005年 1月に兵庫県神戸市で開催された。「国際防災

の10年」の中間見直しを目的に横浜市で1994年に開催された会議において、世界的な防災戦

略である「横浜戦略」が採択されたが、21世紀に入り、新しい防災指針を定めるべく、

UN/ISDRの主導により、この「横浜戦略」の見直しを行った。WCDRはその総括の場として、

2003 年 12月の国連総会において、日本国政府からの提案の下、全会一致でその開催が決定した。 

 

兵庫行動枠組（HFA） 

2005 年１月の国連防災世界会議の成果文書として採択された、「兵庫行動枠組 2005-2015：

災害に強い国・コミュニティの構築」は今後 10 年間の防災指針となるべく、期待される成

果、戦略目標、優先行動、実施戦略、そしてフォローアップを盛り込んだ包括的な防災の枠

組である。国連加盟国は各国における自然災害等の発生状況、経済社会基盤などを踏まえ、

自らの防災計画を策定し、より効果的な防災活動を推進することとなっている。 災害リス

クと脆弱性を軽減するためには、HFA があらゆるレベルにおいて実施され、その進捗状況や

達成度が UN/ISDR の主導で点検されることが期待される。 

 

兵庫行動枠組（HFA）：３つの戦略目標 

１．持続可能な開発の取組みに減災の観点をより効果的に取り入れる。 

２．全てのレベル、特に、コミュニティレベルで防災体制を整備し、防災力を向上する。 

３．緊急対応や復旧・復興段階においてリスク軽減の手法を体系的に取り入れる。 



 
 

防災グローバル・プラットフォーム（GP/DRR） 

UN/ISDR とともに 2000 年に設立された ISDR タスクフォース（国際防災戦略評議員会

IATF/DR）を継承する仕組みとして WCDR 後に承認され、第 1回会合が 2007 年 6 月にジュネ

ーブで開催された。政府、国連機関、国際機関、地域機関、市民社会、民間セクター、科

学・学術コミュニティが参加し、国際的防災協力に関するフォーラムで、隔年で開催される。

このフォーラムは HFA の一貫した実施のための計画・行動を確保し、あらゆるレベルにおけ

る減災に向けた国際協力を推進・強化し、災害リスクの軽減、防災力向上のための、情報・

技術およびノウハウ・経験・教訓・成果の共有を促進する。 

 

ISDR システム 
政府、国連機関、国際機関、地域機関、市民社会、民間セクター、科学・学術コミュニティ

が、災害による人的・社会的・経済的損失や、環境悪化の防止、災害に強い国・コミュニテ

ィの構築を向けて、HFA 実施に協力して取り組むための国際的なシステムである。 

 

 

兵庫行動枠組（HFA）：５つの優先行動 


